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思考力・判断力・表現力の育成につながる単元構成
～公民的分野「よりよい社会を目指して」の実践を通して～

竹崎葉子

はじ め に

平成20年3月に新学習指導要領が告示され，教育課程編成の一般方針の中で 学校の教育活動の改

善の要点として 「基礎的・ 基本的な知識 ・技能の習得j 「思考力・判断力・表現力などの育成」「言語

活動の充実Jが示された。社会科の公民的分野では，内容項目として新たに (1）のイ「現代社会を

とらえる見方や考え方」と（4）のイ「よりよい社会を目指して」が設けられたが，この内容項目はと

れらの改善の要点を受けて新設されたものであり，新学習指導要領改訂のねらいに迫る上で大変重要

であると考えた。そこで，社会科のまとめとして位置づけられている（4）のイ「よりよい社会を目指

して」を，「思考力・判断力・表現力などの育成」と「言語活動の充実」の 2点をねらいとして単元

構成を考え，平成20年度に先行実施した。

その後，平成20年9月には中学校学習指導要領解説社会編が示されたことや，本校でも平成21年度

に「子どもの発達段階に即した社会認識の育成をめざす社会科学習～思考力，判断力，表現力を育て

る学習活動の実践」をテーマとした研究実践をおこなったことから，平成21年度は新たな単元構成で，

同内容を実施した。

先に述べたように（4）のイ「よりよい社会を目指して」は 社会科のまとめとして位置づけられて

いることから，この単元で育てるべき思考力・判断力・表現力は，これから社会に出ていく生徒たち

が，これからも自ら社会の中から課題を発見し学びつづけ，社会参画につながる力でなくてはならな

い。以上のことから，平成20年度と平成21年度いずれの実践も個人研究をベースとした実践を行った。

平成20年度と平成21年度の単元構成の大きな違いは，生徒がかかわり合って学ぶ学習活動の有無で

ある。本研究では，思考力・判断力・表現力の育成につながる個人研究のあり方について考察し，

「生徒がかかわり合って学ぶ学習活動を取り入れることは思考力・判断力・表現力の育成につながる

か」について検証していきたい。

1 .平成20年度の実践から

内容（4）のイ「よりよい社会を目指してJに関する新学習指導要領の記載は次のとおりである。

内容 (4）私たちと国際社会の諸課題

イ よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成するという観点から 私たちがよりよい社会を築いていくため

に解決すべき課題を探究させ，自分の考えをまとめさせる。

内容の取り扱い ( 5）内容の（4）については，次のように取り扱うものとする。

イ イについては次のように取り扱うものとすること。

（ア）身近な地域の生活や我が国の取り組みとの関連性に着目させ，世界的な視野と地域

的な視点に立って探究させること。

（イ）イについては，社会科のまとめとして位置付け，適切かつ十分な授業時数を配当す

ること。

まず，内容として「自分の考えをまとめさせる」ことがあげられている。各地の市教委が開催して

いる新学習指導要領の説明会では，この単元を中学校における「卒業論文」「卒業研究」といった表
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現で説明している場合もある。つまり，生徒一人ひとりの個人研究をイメージしていると考えられる。

今回の改訂の要点である「言語活動の充実」という点からこの単元を考えると，探究の過程をレポー

ト形式にしたり，探究した結果を新聞形式やポスター形式にして，書いたり発表することで論述をお

こなうことが大切になってくる。

次に，内容の取り扱いにおいて「適切かつ充分な授業時数j の配当を求めている。しかしながら，

中学3年の 3学期といえば入試の直前である。この時期に時間を充分にとるのは，大変困難である。

そこで 1学期に課題設定をし，単元を学期ごとに分け 3学期の最後にまとめをする方法を考えた。

先に述べた「言語活動の充実Jという点からも，探究の過程では，グラフや図，文章などを読みとく

力の向上が不可欠である。PI S A調査では「書かれたテキストを理解し，利用し，熟考する」力が

読解力であると定義している。しっかりと資料となる本と向き合い熟考する時間を長期休業中に取る

ことができることが， 1学期に課題設定をすることの大きな利点である。

本単元では，思考力・判断力を育成し，思考・判断したことを他者に自分の言葉で伝える表現力を

育てるため，課題を解決していく過程に，仮説検証学習を取り入れた。これまで習得した知識や概念

から，課題を設定し，その答えとして仮説を立てて検証し，

検証の過程で，新たな疑問が生まれることでさらなる探究

につながっていくと思う。また単元を学期ごとに分けて実

施することで十分な検証時間を保障することによって思考

力・判断力・表現力の育成につながっていくと考える。

( 1 ）授業の実際

この単元を「卒業レポート」と名付け，全8時間の

構成とした。

ア1学期～第 1時

第 1時は課題設定をおこなった。まず 「地理と歴史

の学習を終えて，現代社会において，今一番解決しな

ければならない問題は何だとあなたは考えますか？」

という問いかけをした。

その問いをもとに，ワークシート lの①「今一番解

決しなければならない問題は？」，② 「この問題意識

からどのような事を調べるのか？」を記入した。その

後， ワークシートに調べ方のアドバイスを教師が記入

し返却し，夏休みに②の疑問を本で調べてくるよう指

導した。（資料 1)

イ2学期～第 2時

ワークシート lの③ 「問題意識を掘り下げよう（調

べたとと）」に本で調べた内容をまとめ，調べた本の

名前も書いて夏休み明け提出させた。（資料 2)

このレポートをもとに，ワークシート 2 「新しい問

題意識j に調べたことでわいてきた新しい疑問を記入

した。この新たな疑問から， 次のテーマを決め，仮説

を立てた。例えば，右のレポートを作成したTは「な

ぜ少子化がすすむのか」という疑問に対して「子供を

育てていくのは経済的に大変だ、からだろう」という仮
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思考力・判断力・表現力の育成につながる単元構成

説を立てている。そして，仮説設定の理由，仮説検証方法を考えた。（資料 3)

ウ2学期～第 3・4時

インターネットを使用し，仮説の検証をおこなった。さらに 冬休みに本やニュース，新聞，

家族などへの質問などで検証してくるよう指導した。

エ3学期～第5時

検証と仮説の結果・今後の課題を書いて，冬休み明けに提出させた。（資料4）このレポート

をもとに，インターネットおよび本でさらに調べ，クラスメートに「解決しなければならない問

題」であることをわかってもらうよう伝える方法 （資料3)

を次の 2つから選択した。 1つは新聞作成，もう ｜ ワークシート①

lつはポスターを作成し，原稿をつくりポスター｜｜仮説をたてる！ ｜ (I月 t？日

を資料として説明する方法である。 ' 

いずれも論述による「言語能力の育成」をねらっ

た方法である。

オ3学期～ 6時間目

新聞・ポスター及び原稿の作成を， 「自分の言

葉でクラスメートに伝わるように」ということを

意識させておこなった。

力3学期～ 7時間目

学級でグループをつくり，グループ内発表をお

こなった。グループの中で一番分かりやすい発表

をした生徒をグループごとに選んだ。

キ3学期～8時間目

前時に選ばれた代表生徒が，発表をおとなった。

新聞（資料5）は印刷して配布し説明をした。ポ

スターは提示して発表をした。
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( 2）実践からわかったこと

次の文は，この単元を終えた生徒の感想である。

今までワークシート①，②を使って「少子高齢化」について追求してきました。おかげで，現在，

少子高齢社会が社会に与える影響などが分かりました。今でこそ，実感しにくいものですが，将来

的には一体どうなるのか全く分かりません。常に新聞などをチェックし，時事に関心を持っていく

ことが，自分ができることの一つだと思います。

対策としては，少子化について言えば，出産・育児環境の職場での充実を図ったり，援助を今ま

で以上に，行政機関を中心にしていかなければならないと思います。高齢化は，高齢者の労働力を

企業が活用できれば，仕事をしたい高齢者や，ベテランを必要とする企業にとっては双方にメリッ

トがあり，促進していいのではないでしょうか。

日本は今，少子高齢社会となっています。この現状を改善したり，ダメージを少なくしていくの

が，日本の，ぼくたちの，これからの課題の一つである，そうぼくは，今までの学習を通して感じ

ました。 （生徒R)

今回こうやって一つのことを一年間を通して調べていくことで たくさんのことを知ることがで

きたと思います。日本の食糧自給率にしてもとても低いことがわかりました。それは，いろいろな

重巨盟箆しており，いかに輸入にたよっているのかも知りました。人間の生活に欠かすことのでき

ない食べ物のことなので 自給率を上げて欲しいし また輸入をそのまま保つことができるように

外国との交友関係を保っていってほしいです。 （生徒N)

下線部の記述の端々からは，「双方にメリットがありJといった多面的・多角的な考察や，食

糧自給率の問題を，日本の国内問題だけでなく「いろいろなことに関係」しているといった事象

聞の関連をつかんでいるようすがうかがえる。また 個人研究の形式で継続したレポート作成を

おこなったことは新聞や発表原稿にみられるように，自分の言葉で表現する力につながった思う。

このことから，①個人研究形式で探究させる②仮説検証学習を取り入れる③3学期をまたぐ単元

構成で実施するという 3点は次年度に生かしていくことを考えた。

2. 中学校学習指導要領解説社会編および平成21年度の研究から

平成20年9月に中学校学習指導要領解説社会編が示され，より詳しく内容は）のイ「よりよい社会

を目指してJの位置づけが明らかになった。内容の解説として「課題の探究については，一定の方法

があるわけではないが，一般に，課題の設定，資料の収集と読み取り，考察とまとめ，といった手順

が考えられる。その際，例えば中開発表，ディベート，議論，プレゼンテーションなどをさせ，最終

的にはレポートを提出させることが考えられる。Jといった例が示された。さらに，内容の取り扱い

として「例えば，レポートの作成において，視点を明確にして事象の差異点や共通点を報告すること，

事象を概念や法則などを用いて解釈し説明すること，情報を分析して論述すること，議論などを通し

て互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させることなどを通して思考力・判断力・

表現力等の育成を図ることなどの工夫が必要である。Jと述べられている。

これをうけ，平成21年度には（4）のイ「よりよい社会を目指して」について，いくつかの具体的提

案がなされた。たとえば，桑原敏典氏は年間指導計画での位置づけ，授業づくりのポイントや，佐藤

育美氏，小笠原優貴氏とともに政策選択アプローチを応用した具体的な授業モデル等をしめしている。

この提案では，年間指導計画の最後に単元全体を位置づけ，探究する課題については，「地域格差問

題をどのように解消するか」といった共通のテーマを設定している。この提案では，探究活動の成果

発表会を行い，教師や友達から受けた指摘をふまえ，自分の考えを見直しレポートを作成するという

単元展開になっている。

確かに，個人研究形式の探究活動の場合，共通テーマのように友達から指摘が出にくく，議論にな
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りにくいことが考えられる。昨年度の実践でも，グループ内発表は わかりやすい発表であるかとい

う点の相互評価であってテーマについての議論にはなっていない。思考力・判断力・表現力の育成に

議論が有効である乙とについては，平成21年度に「子どもの発達段階に即した社会認識の育成をめざ

す社会科学習～思考力，判断力，表現力を育てる学習活動の実践」いうテーマのもと附属学校園社会

科部で研究をおこなってきた。との研究実践の検証から，以下の4つの学習活動を設定した単元構成

が思考力・判断力・表現力の育成につながることがわかってきた。

a 具体的な活動や体験の中から，問題を発見したり必要な情報を収集する学習活動。

b 他者とかかわり合いながら，発見した問題を整理し，共通の課題としてとらえる学習活動。

C 自分とは違った見方・考え方をもっ他者とのかかわり合いによって，これまでの見方・考え

方をゆさぶる学習活動。

d 思考・判断したことを，根拠をもって自分の言葉で他者にわかりやすく伝えることにより，

対話が成立する学習活動。

これらのことから，昨年度の単元構成をもとに， bの活動として中開発表を， cの活動として議論

を， dの活動としてプレゼンテーションを加え，単元を構成し直した。

3. 研究仮説

(4）のイ「よりよい社会を目指して」を通年の個人研究形式で行い，他者とかかわり合って学

ぶ学習活動を取り入れた単元構成にすれば 思考力・判断力・表現力が育つであろう。

4. 今年度の実践

( 1 ）研究内容

内容は）のイ「よりよい社会を目指して」を通年の個人研究形式で行い，他者とかかわり合っ

て学ぶ学習活動を取り入れた単元に構成し直すことによって，思考力・判断力・表現力を育成す

ることにつながったかを研究内容とする。

( 2）研究方法

3年生4クラス 055名）を対象として 内容（4）のイ「よりよい社会を目指してJを単元

「卒業レポート」として個人研究をベースとし，他者とかかわり合って学ぶ学習活動を取り入れ

た単元構成で実施し，思考力・判断力・表現力を育成することにつながったかを，生徒の記述，

生徒対象アンケートにより検証する。

( 3）研究の実際

平成20年度は，地理的分野と歴史的分野の学習につづけて，現行学習指導要領内容(1）をおこ

ない，その後課題設定をおこなったため，「持続可能な社会を形成するという観点」についての

視座が， 日本の社会に偏っていた。グローパルな視点から課題設定できるよう，平成21年度は地

理的分野と歴史的分野の学習に続けて 内容（4）のアを学習した。

単元構成については，次の 5点を変更した。

①課題設定時に，現代における諸問題を大まかに分類したもののうち，自分の課題がどれにあた

るかを分類させた。これは，かかわり合って学ぶ単位としての班をつくるためである。（資料

6参照）

②世界規模の問題を，身近な地域の生活やわが国の取り組みと関連させてとらえるために，問題

に対して日本や身近な地域ではどのような対策をとっているかを考える活動を取り入れた。

③同じ分類のテーマで個人研究をしてきた生徒で班をつくり 作成したレポートや図表などを使つ

て，自分の調べたことを班員に説明する中間発表をおこなった。この活動は，先に述べた「他
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者とかかわり合いながら，発見した問題を整理し，共通の課題としてとらえる学習活動」とし

て取り入れた。

④班で「他のテーマで探究をしてきたクラスメートにどのようにこの問題の原因や現状を伝えた

ら，重大さを理解してもらえるだろうか。」というテーマで議論をした。同じテーマで探究を

してきでいても個人研究として探究したため，原因や現状，解決方法についての認識は違い，

議論することが大切になる。この活動は先に述べた「自分とは違った見方・考え方をもっ他者

とのかかわり合いによって これまでの見方・考え方をゆさぶる学習活動」として取り入れた。

⑤班員で，発表原稿を分割して作成することによって，つながりや論理展開に矛盾がないかなど

を，班員で検討し合う学習活動を取り入れた。

(4）単元構成

時間 学習課 題 学 習 活 動

1学期 ｜現代社会における諸問題のうち，一番｜①ワークシートを記入し，卒業レポートの課題

1 ｜解決しなければならない問題は何だろ ｜ を設定する。（資料6)

うか。 ｜②この問題をくわしく調べるために，探究する

課題を設定する。

また，この問題の原因や現状はどうなっ｜③原因や現状について，何について調べればよ

ているのだろうか。 ！ いかを考える。

夏休み｜ （この問題の原因や現状はどうなって｜①本から問題を調べる。

2学期

2 

3 

4 

いるのだろうか。） ｜②レポートにまとめる。（資料 7)

この問題について，さらにくわしく知

るためには，どのような点を追究すれ
ば．よいだ、ろうか。

①探究する課題をさらにしぼる。

例：「地球環境を守るためにはどうすればい

いかJ→「二酸化炭素の排出量を減らすに

はどうしたらいいかj

この問題は，なぜ現在解決していなしユ｜①解決に至らない理由について，仮説を立てる。

のだろうか。 ｜②仮説を検証するために何を調べればよいかを

考える。（資料8)

この問題について，国際機関や世界各

国はどのような対策 t解決方法）をとっ

ているのだろうか。また，日本や身近

な地域ではどのような対策をとってい

るのだろうか。

①パソコン室や図書室で調べ，レポートの続き

にまとめる。

②レポートの最後に，これまで調べてきた原因，

現状，対策を説明するためにA4一枚程度に

図表やグラフ，イラストをつかってまとめる。

（資料 9)

期末テ ｜（第4時のテーマについて） 200字以｜①レポートにまとめたことを，自分のことばで

スト時｜内で答えなさい。 ｜ 他者に伝わるよう説明する。（資料10)

3学期

5 

6 

同じテーマで探究してきたクラスメー

トはこの問題について，どのように原

因や現状をとらえ，どのような解決方

法を考えているのだろうか。班の中で

中開発表してみよう。

①現代社会のかかえる諸問題の中から，第 1時

に同じ記号のテーマ選択した生徒で班をつく

り，これまで作成したレポートと第4時でま

とめた図表などを使って，自分の調べたこと

を班員に説明する。

他のテーマで探究をしてきたクラスメー｜①原因や現状，解決策について班員同士でお互

トにどのようにこの問題の原因や現状 ｜ いに疑問に思うことや納得できないことやを

を伝えたら，重大さを理解してもらえ｜ 出し合い，議論をする。

るだろうか。
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7・8 どのようなプレゼンテーションをすれ

ば，クラスメートに伝わるだろうか。

9 • 10 プレゼンテーションでクラスメートに

この問題の重大さが伝わっただろうか。

①パワーポイント，ポスターのうち，わかりや

すさと自分が作成できるかを考え，発表形式

を各自選択する。

②一人一場面を作成することにし，班員と使用

する図表・グラフ・イラストなどが重ならな

いよう話し合う。

③発表原稿を分担し， 一人一分の持ち時間で，

原稿を作成し，下書きにまとめる。

④つながりや論理展開に矛盾がないかを検討し

リハーサルを行う。

①他の班の発表を聞いて，スキル面と内容の両

方からA, B, C評価と文章で評価する。

②無記名の評価表を見合ってから，本単元の振

り返りを書く。（資料11)

4. 研究のまとめと今後の課題
( 1)抽出した生徒のワークシートから

（資料6；生徒Y)
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資料6の課題設定では 生徒YはEの環境問題 生徒MはCの人口問題を選択している。その

理由として生徒Yは「副会長として公約にEC Oのとりくみもかかげましたし，これまでの生徒

集会をへてやっぱり今の地球をなんとかしなければやばいなあと感じています。」生徒Mは「人

口が増え続けると食りょうが不足して困るということを学習したけど 人口が増えて良いことは

ないのか知ってみたいとJ思ったから。」と書いている。自分の体験や既習の知識と関連づけて課

題を設定をすることが，意欲的な探究につながると考えられるため，個人研究形式での単元構成

は有効であると思う。
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（資料7 ；生徒Y)
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（資料7 ；生徒M)
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資料7では，生徒Yは「環境問題（地球温暖化）を解決するためにはどうすればよいか」とい

う課題を設定し，問題の背景を4冊の本から調べている。生徒Mは「人口問題を解決するにはど

うすればよいかJという課題を設定し，4冊の本から調べている。夏休み 冬休みをはさんだ通

年の単元構成であったため，公立図書館などを活用しやすかったと考えられる。事後アンケート

でも，「乙れまでテーマに関する本を 2冊以上読んだJという問いに対して「そうである」とい

う回答は76%を占めている。

（資料8；生徒Y)

D解決するためにはどうすればよいか（仮説を立てる）
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手キぞttこのI百i姐が解決できると思 う．

E rこの解決方法で問題が解決できるJと考える理由を，友遣に
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F この方法で解決できると考えた楓鍵を検僅しよう．
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（資料8；生徒M)
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すればこの問題が解決できる と思う．
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思考力・判断力・表現力の育成につながる単元構成

資料8では，生徒Yが夏休みに調べたこと（二酸化炭素の増加が温暖化に影響している）の他

にも，地球温暖化の原因があるのではないかと考え，仮説を立てている。夏休みから 2学期後半

までの間も，自分の課題に興味をもちテレビ番組や新聞などを見た結果 地球温暖化の原因に関

する他の情報も得たようである。事後アンケートでも，「これまでテーマに関して資料を探した

り，新聞を読んだり，パソコンで調べたりしたJという問いに対して「そうであるj という回答

は66%, 「自分のテーマに関するニュースなどが気になる」は同じく 52%であった。生徒Mは

「解決するためにはどうすればよいか」という問いかけに「女性の地位を向上すればこの問題が

解決できるのではないか」という仮説を立てている。人口増加と人口減少の問題の共通性に気づ

いたことで，より課題が焦点化されていった。

資料9は，クラスメートにわかりやすい表現方法を自ら選択をした。これまで調べた内容を生

徒Yは図，生徒Mはグラフを使いまとめた。生徒Yはこの中で，疑問として「C02を適度なレ

ベルにするには化石燃料を60～80%減らす必要がある→今の対策では不十分，化石燃料は使用不

可にJと説明し温暖化を防止しなくてはいけないという立場に立って，温暖化の原因としてのC

0 2を減らすことの難しさに言及しているが，その一方「そもそも温暖化はすすんでいる？」と

クラスメートに問いかけたり，温暖化が植物の育成などに役立つという「温暖化は防止しなくて

はいけないのか？Jという見方も提起している。生徒Mは人口問題を人口減少、人口爆発の両面

から説明し，いずれの解決策も「女性の地位向上」が大切であるとまとめている。

（資料9；生徒Y)
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（資料9；生徒M)
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資料10では，調べた内容（自分のテーマ， 日本と各国，国際機関がとっている対策，自分の考

える解決方法）を200字に要約し文章で表現した。情報を整理し 取捨選択し論理的に表現しな

ければならないため，要約という方法は思考力・判断力・表現力の育成につながると考え，取り

入れた。生徒Yは，「多くの国がこまっているし（中略）へらすべき（後略）」と述べ，「温暖化

は防止しなくてはいけないのか？ Jという見方に自らの答えを出している。
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子来崎t'r 

（資料10；生徒M)（資料10；生徒Y)
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資料llの発表の評価と振り返りの際，生徒Yの

発表について， 1時間目に同じ記号のテーマを選

択した生徒が次のような記述をした。「私が夏に

調べたととは”ヒートアイランド現象”についてだ、っ

たが，地球温暖化について新たに調べることがで

きて，また違う ことがわかつてよかった。また，

Yさんが逆説のような乙とを調べていて，違った

考え方もできるようになった。J

他者とかかわり合って学ぶ学習活動を取り入れ

たことが，思考力 ・判断力・表現力を育成につな

がったと考えられる。

CIJ耳障レポート倖JI・，E・バージョン

「月
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& 
予守！＼‘f-p3' 長lt電話9税；｛_l涜r:''i'it1パ

1学期から車i；り司ヘ組んできたi 卒費レ，、ートにコいての感恕を書こう．
品ιが）.（二 全日時、ぺ 7ペヲント.匹札につ的い t作，長h¥"iを咋；
｝孟9j_/(1,7,•(.t行4 ，長H・1正｝併司tてhうfろ包〈 l_ （庁透、ぞぅ才: t ,,;;, ,1.よ4・,f-,Ji,. 
・J. ~司令 ι訓”刈 ；足＃う ミ坦ヘ引τて.：.，＇＇，.1，寄4
万l－，：き－＇，t；.ドーん一，ずー

（資料11)

（プレゼンテーションの様子）
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思考力・判断力 ・表現力の育成につながる単元構成

( 2）事後アンケートから

寧.レポートE華僑軍属
［八そうである 臼ややそうである Cどちらともいえない Dややそうではない Eそうではない｝

の5段階でOをつけてください．
ti 13 C- p f;: 

一学期に考えた自分のテーマをずっと頭の中にお I Q) 
いて生活できた．

これまでにテーマに関する本を 2冊以上説んだ． 。
これまでにテーマに測して，資料を探したり 新 I ＠ 
聞を践んだり，パソコンを使うなどして湖ベた．

自分のテーマに附するニュースなどが気になる． ＠ 

テーマについて宜的人に聞いたり．話をした． 心

2学期に提出したレポートは1 統む人に伝わる内 I 心 l

容で自分の首葉で，説くことができた．

テーマに関することを人に聞かれたら自信を待つ C9 
て説明することができる．

プレゼン（刷用紙やパソコンを使って｝ で資料 I {J) 
を括mして．間！〈人に伝わるように発表できた．

継続的にe 剖べてきたことでより探〈埋解するこ I む
とができた．

地球Ill.慌の問題について， ー暑亜大さに気づかされたのは推の発表でしたか？（また

はイど安のテーマ田発韮ですか9室l具体安的に書いてください．
!;i.叡沖I勾｜ 、F I 10.ヴ 1てがJ;Jf.;,jノζ（I;グ

l五＼＂＇莞Iy問L吋、雪r｝交についての夜長を間＇ ？はνE
T室 主主グ主丈tに1c.つ丹、？れれた， F奇ド平勺k，えγ

ぷ ，uz ,;i:等科二宮市計lrtT?.J..ftn, r,r-fくい t門 主 犯

CFt内＼・z.fき民て 、l内容をi司，・7 Ps1主主将，非時（fl予告白鳥Ji({

個人研究形式で，自らの体験や既習の知識との

つながりで設定した課題（テーマ）を，通年で取

り組む利点は，「（ 1）抽出した生徒のワークシー

トから」の項で述べたとおりである。アンケー ト

の「継続的に調べてきたことでより深く理解する

ことができたJという項目では，「そうである」

「ややそうである」をあわせて88%を占めている

ことからも，生徒自身も実感していると考える。

ただし，通年で取り組んだにもかかわらず「テー

マについて家の人に聞いたり話をした」という項

目は， 60%程度にとどまっている。公民的分野で

は，クラスメートだけでなく，すでに社会に出て

いる大人とのかかわり合いが，思考力・判断力・

表現力の育成に大きく関わると考えられるため，

この点は今後の課題である。

調べた内容を表現する方法にも，文章で書く，

ことばで話す，資料で示すといった様々な方法が

ある。アンケートの結果では「テーマに関するこ

とを人に聞かれたら自信を持って説明することが

できるJという項目は 書くことや資料で示すこ

とを聞いた項目より評価が低かった。第6時のこ

とばでの説明しあう議論場面のあり方も今後の課題である。

卒業レポート評価表

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100叩

思議議踏・2一学識に考えた自分のテーマをずっと頚の中において生活できた

ウアニ5・1これまでにテーマに潤する本を2冊以よ読んだ

ごぶ搬E これまで子ーマに潤して酬を探したLJ新聞を読んだりパソコン問うなどして翻ベた

・そうである ややそうである ・どちらでもない・ややそうではない aそうではない

( 3）生徒の記述から

資料11の「一学期から取り組んできた卒業レポートの感想を書こう」という欄には，今回の研

究仮説「通年の個人研究形式で行い，他者とかかわり合って学ぶ学習活動を取り入れた単元構成

にすれば，思考力・判断力・表現力が育つであろうけに関する次のような記述が見られた。

－（前略）こんなに一つの問題に対して取り組んだことがなかったのでおもしろかったです。

・自分なりに環境問題について考え，意見を持つことができました。友達との意見交換もできて

一人ひとりの説明によって理解することができました。（後略）

・みんな別々のことを調べていましたが 最後の発表を聞くと みんなのが少しずつ関係してい

豆主主主，少し感動しました。
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竹崎葉子

－私の選んだ内戦というテーマは本が少なく，また刻々と変化する問題なので古い本では意味が

ないのでけっこう大変でした。でも一つのテーマについてとことん追求できたのは，とてもお

もしろかった楽しかったです。自分にとって遠い問題も少し身近に感じることができてよかっ

たです。

－卒業レポートは今までの学習で得た知識をフル活用し，中学生最後の調べ学習でよいものにな

ったと思います。（後略）

・一つのテーマについて じっくり調べることができ 同じグループの人やクラスの人と共有す

ることですごく知識が増えたと思います。（後略）

・テーマを広くとらえすぎると調べるときに困ることを学びました。どのようにして相手に伝わ

りやすい文にするか予想以上に大変でした。レポートに取り組むことによって世界のさまざま

な問題がつながっていることがわかりました。

下線部の記述からは，他者とかかわり合って学ぶ学習活動が多面的・多角的な考察や事象問の

関連をつかむこと，自分の言葉で表現することにつながっていることがうかがえ，「思考力・判

断力・表現力の育成」に有効であることがわかった。しかしながら，アンケートでもみられたよ

うに生徒は，ひとつの問題について継続してじっくり取り組むことは「深い理解」につながった

と捉えているようである。他者とのかかわり合って学んだことについても下線部の記述の中に

「理解」や「知識が増えた」と表現している生徒もいる。この点については，生徒自身が「思考

力（判断力・表現力）が育った」という表現を普段からしないことや，思考力・判断力・表現力

が育ったことによって社会的事象の様子や働き，特色及び相互の関連を具体的に理解し，知識と

して定着したと感じているため「知識・理解」といった表現につながると考えられる。

おわりに
2年間にわたり試行錯誤しながら実践した，公民的分野「よりよい社会を目指して」の単元構成に

ついて，新学習指導要領の完全実施まであと 2年という今，まとめることができてよかったと思う。

本単元を継続的に通年の個人研究形式で実施したことについては生徒にはおおむね好評であった。生

徒が記述しているように 中学校の社会科の授業では，なかなか 1つのテーマをじっくりと追究する

機会は持ちにくい。この点では，この単元構成は有意義であったと考えている。しかし，思考力・判

断力・表現力の育成の検証方法については，アンケートや記述では十分検証できたとはいえず，課題

が残った。個人研究形式で生徒一人ひとりの課題が違うためイメージマップpを使わなかったが，「よ

りよい社会」についてのイメージマップを作成させるなど，次回実施時にはよりよい検証方法を考え

ていきたい。
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